
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 ■ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

活動指標・成果指標ともに策定時の計画通りに進んでおり、事業内容の変更等は不要と判断。今後も引き続き、気象状況や道路状況に応じて、
適宜・適切な雪対策を実施することにより、安心・安全な冬期道路交通の確保に努める。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

冬期間における道路の路面管理を効果的かつ効率的に行い、バスの円滑な運行を確保できたことから、事
業の成果・達成度は高い。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

82% 86% 86% 90% 95% 100%

↓

アウトカム
成果指標1

バスの円滑な運行を確保するための対策を行っている路線の
割合

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

159km 182km 184km 213km 244km 275km

人工

指標

アウトプット
活動指標1

バス路線における強化排雪 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

238.3 人工

令和7年度予算額 19,968,837 千円 うち特定財源 1,359,949 千円 正規職員業務量 251.2

正規職員業務量 240 人工

令和6年度決算額 17,900,519 千円 うち特定財源 1,966,839 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 233 人工

令和6年度予算額 19,140,749 千円 うち特定財源 1,359,949 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

安心・安全な冬期道路交通の確保

他都市の状況

市民１人当りの除雪費（除雪費÷人口　令和５年度実績）
札幌市１４，１５７円／人、石狩市２３，７６３円／人、江別市１２，４６２円／人

市民参加の実施

令和5年度決算額 19,124,736 千円 うち特定財源 2,084,360

施策名 市民・企業・行政の連携やＩＣＴの活用などにより、市民の多様な

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

冬期間においても、市民生活に影響が出ないよう安心・安全な道路交通の確保が求められている。また、そのために気象状況
や道路状況に応じて、適宜・適切な雪対策を実施する必要がある。

事業内容
（何を実施し）

〇車道除雪：除雪計画延長５，４６１ｋｍ
〇歩道除雪：除雪計画延長３，０４８ｋｍ
〇運搬排雪：幹線道路等の排雪延長１，３９８ｋｍ、通学路の排雪延長２６９ｋｍ
〇排雪支援制度：パートナーシップ排雪制度の利用延長１，８８６ｋｍ、市民助成トラック制度の利用延長１００．９ｋｍ
〇凍結路面対策：車道（幹線、バス路線など）の散布延長７３６ｋｍ、歩道（公共施設周辺など）の散布延事長３２１ｋｍ
〇バス路線の除排雪強化：バスの円滑な運行の確保に向け、市内のバス路線の交通量・バス便数・道路幅員などを勘案し、除
排雪を強化する。
〇交差点排雪の強化：渋滞解消のための「幹線道路と幹線道路との交差点排雪」に加え、見通し改善のため容の「生活道路と
幹線道路との交差点排雪」を実施する。
〇凍結路面対策強化：車道（幹線やバス路線）においては、滑りやすい路面による交通渋滞の緩和や交通事故の抑制に向け、
路面や気象状況に応じて朝ラッシュ対応を実施しており、その内、一部の路線においては、夕方ラッシュ対応の凍結防止剤等
の散布強化を継続する。また、歩道においては、冬期の安全安心な歩行環境の改善に向け、散布回数を年２０回から年４０回
に強化する。

事業名 道路除雪費
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